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話を聞いてもらった経験から 
宮城県・仙台市立第一中学校・二年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こ),小)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(やま),山)　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(れい),礼)
　私は、毎日楽しく学校に通っている。授業も部活も楽しく活動し信頼できる友達や先生もいて、充実した生活が送られていると感じる。でも、小学校の時、一度だけ学校に行くのが苦しくてつらくて泣いてばかりいた時期があった。今思い返しても、その当時の、胸がつぶれるような、不安で仕方なかった気持ちがまざまざとよみがえり、思い出すのを止めたくなるほどだ。
　不安の原因は、とても些細なことだった。当時の私は、食が細く、学校の給食を全部食べ切ることが難しかった。全部食べ切れなくても、担任の先生から叱られたり周りの友達から非難されたりすることは一度もなかった。それでも、私はつらくて不安でたまらなかった。その時のクラスでは、私以外の全員が毎日給食を完食していて、私だけが下膳の時、残したおかずを食缶に戻すことがあった。戻す時、誰も何も言わなかったけれど、私一人だけが何かものすごく悪いことをしているようで後ろめたい気持ちになった。今日も残すかもしれないというプレッシャーにさらされ、その状況に耐えられず、私は学校に行けなくなる一歩手前まで追いつめられていた。叱られたり非難されたりすることがなかったこともありこのつらい気持ちを誰かに打ち明けることはなかった。学校では、給食を残す時も表面上は平気を装い、家でも「今度のクラス、給食みんな食べるんだよ。」とつらさを隠して明るく振る舞っていたように思う。
　はじめは、給食の時間だけが苦しかったが、少しずつ他の時間も苦しくなってきた。給食の前の時間から落ち着かなくなり、やがて朝のうちから苦しくなり、しばらくすると前の晩から、そしてどの時間帯も給食のことをいつも考えてしまうようになってしまった。家の台所に貼ってある給食の献立表をしょっちゅうチェックして、ため息ばかりついていた。今思うと、給食のことぐらいで苦しいとかつらいとか学校に行きたくないとか、そこまで思いつめるなんて心配しすぎだと冷静に振り返ることができるが、その時は本当に深刻に考え、罪悪感と孤独感でいっぱいだった。
　私は、両親に泣いてつらさを吐露するようになった。両親は話を聞いてくれて、いち早く私のつらさの深刻さに気付いてくれた。ある日、私は夕飯時に次の日がたまらなく不安になり涙が止まらなくなった。その時は家族全員が夕飯を中断して私のために方策を話し合ってくれた。母は「不安な気持ちをいろいろな人に知ってもらうのが一番いいと思うよ。」と言って、「まだ先生が学校にいらっしゃるかもしれないから一緒に話をしに行こう。」と私を学校に連れて行ってくれた。幸い、担任の先生がまだ学校にいて私や母の話を静かに聞いてくださり少し安心したのを覚えている。一気につらさが解消することはなかったけれど、家族や先生に話を聞いてもらえたことで目の前が明るくなるような感覚があった。父や兄も「そんなことで悩むなんて」「それのどこがつらいんだ」などと言わずに、私のつらさを軽減するにはどうしたら良いかを一緒に考えてくれた。頼りになる人が身近に何人もいてありがたいと思った。
　小学生の頃に給食のことであんなに悩んで涙を流していた私が、今ではそんなことがあったのが嘘のように、毎日給食を完食している。私は、あの経験があったから、いざ困った時やつらい時周囲の人々に相談したり気持ちを打ち明けたりすることの大切さを学ぶことができた。今は大きな悩み事や心配事はないけれど、いざとなったら友達や家族や先生がきっと話を聞いてくれて力になってくれると確信している。
　世の中には環境に恵まれず過ちを犯してしまったり、ちょっとした行き違いで道を外れてしまったりする人がいる。どこかのタイミングで、誰かがその人が抱えるつらさや苦しさを聞いて、一緒に考えて共に動いてくれていたら結果は違っていたのかもしれないと思う。私の場合、話を聞いてもらったのは家族や先生だったが、周囲に話を聞いてくれる人は必ずいる。地域の人やいろいろな相談機関、そして今は悩み相談ダイヤルなどの窓口もとても充実している。どこかで、誰かに話を聞いてもらって心を守ることができる社会にしたいと思う。私も、誰かの悩みを聞くことで負担が少しでも軽くなるなら、その人のために力を尽くしたい。いつか、私も誰かに助けを求められた時は、当時の家族や先生の対応を思い出し、寄り添ってあげることを心がけたい。思い出すのもつらい小学校の頃の経験だが、私はこの経験をあえて絶対に忘れず、苦しんでいる人やつらい思いをしている人に力添えできる社会の一員でありたいと思う。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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